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研究成果の概要（和文）：本研究課題の目的は、閾値下うつ病のためのスマートフォンアプリケーション（アプ
リ）を改良し、ランダム化比較試験によりその効果を明らかにすることであった。その結果、このアプリによる
介入は、閾値下うつ病の人々の抑うつ症状を軽減できる可能性が示唆された。さらに、閾値下うつ病の中心的な
症状の1つである抑うつ気分を即時に改善できるかどうかをランダム化比較試験にて検討した。その結果、この
アプリによる介入は、閾値下うつ病の人々の抑うつ気分の即時的な改善に有効である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：As a preliminary step toward a full-scale randomized controlled trial 
implementation, the present conducted a pilot randomized controlled trial aimed at verifying the 
preliminary efficacy of the SPSRS application for people with subthreshold depression. The 
experimental group displayed medium, small, and small improvements in Center for Epidemiologic 
Studies Depression Scale, Kessler Screening Scale for Psychological Distress, and Generalized 
Anxiety Disorder 7-item scale scores (adjusted Hedge's g = －0.64, －0.29, and －0.40), 
respectively, compared with control. The results suggest the potential of intervention using the 
SPSRS application to reduce depressive symptoms in people with subthreshold depression.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大うつ病性障害発症（MDD）の重要な危険因子である閾値下うつ病（StD）の人々は汚名や恥ずかしさ、偏見から
必要な保健医療サービスを利用していないため、アプリを利用した介入はこれらの問題に対処できる可能性があ
る。アプリの利点は、安価または無料のアプリが多く存在し、ユーザーにとって手軽で負担が少ない点である。
そのため、アプリは対面式の介入を利用できない人々にアプローチでき、グローバルで費用対効果が高い介入を
提供できる可能性がある。事実、本研究課題によりこのアプリ介入がStDの人々の抑うつ症状を改善することが
示唆された。今後は、このアプリが将来のMDDの発症を予防するかどうかを調査する必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
うつ病は、最も一般的な精神衛生上の問題の 1つである。うつ病の有病率は 2005年の 8.7％
から 2014年の 11.3％に増加している（Mojtabai R et al., 2016）。加えて、うつ病に対する医療
費は高血圧につぐ第 2位であり、他の慢性疾患よりもコストが大きい（Druss BG et al., 2001）。 
さらに、見落としてはならないことは、うつ病の診断基準を満たさないレベルの軽度抑うつであ
る閾値下うつ病（StD）の存在である。申請者は、日本の成人に対する調査において、53.2%が
StDであることを明らかにした（Takahashi K et al., 2019）。この StDは、将来、うつ病を発
症する可能性の高いことが知られている。したがって、StDを予防的介入および治療のターゲッ
トとすることは重要である。 
うつ病に対する介入方法は数多くあるが、StDを呈する者は、専門的な精神保健サービスの利
用が少ないため、介入を受ける機会が少ない。そのため、StDに対して自分自身で行える手軽な
介入方法が必要であるが、具体的な知見が得られていない。 
申請者は、自分自身で行える手軽な介入方法として、StDのためのスマートフォンアプリケーシ
ョン（SPSRS）を開発した。スマートフォンの所有はますます一般的になっており、利用のしや
すさなどから StD に対する治療オプションとして有用な可能性がある。SPSRS アプリは、
YouTube API を使用した動画再生アプリであり、申請者の研究において同定された自信を高め
るための言葉（Takahashi K et al., 2019）が動画内に自動表示されるように設計されている。 
申請者は、この SPSRSアプリを用いた介入の実行可能性および予備的有効性に関する研究を実
施した（Takahashi K et al., 2019）。具体的には、StDを呈する 22名を対象に、単群前後比較
デザインにて 5週間の SPSRSアプリ介入を行った。その結果、抑うつ症状は介入後に有意に改
善したが、介入アドヒアランス率は 50％と低いことが明らかとなった。 
 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、SPSRSアプリを改良し、その効果をランダム化比較試験（RCT）によ
り示すことである。 
 
（２）本研究の目的は、SPSRSアプリが、抑うつ気分を即時的に改善できるかどうかを RCTに
より示すことである。 
 
３．研究の方法 
（１）研究デザインは、パイロット RCT であった。StD を有する 32 名（女性＝34.4％，平均年
齢＝20.06，SD＝1.24）が，SPSRS アプリ介入を 1日約 10 分間×5週間行う群（実験群；n＝16），
介入なし（対照群；n＝16）にランダムに割り付けられた。主要アウトカムは、5週間の介入後の
Center for Epidemiologic Studies Depression Scale（CES-D）スコアのベースラインからの変
化であった。副次的アウトカムは、5 週間の介入後の Kessler Screening Scale for 
Psychological Distress（K-6）スコアおよび Generalized Anxiety Disorder 7-item scale（GAD-
7）のベースラインからの変化とした。 
 
（２）StD の人々32 名を実験群（n=16）または対照群（n=16）にランダムに割り付けた。実験群
には SPSRS アプリ介入（肯定的な言葉刺激を伴う 10分間のビデオ視聴）を、対照群には YouTube
アプリ介入（肯定的な言語刺激を伴わない 10 分間のビデオ視聴）を実施した。主要アウトカム
は，介入後の Profile of Mood States 2nd Edition-Adult Short（POMS 2-A Short）の抑うつ
－落込みのベースラインからの変化とした。 
 
 
４．研究成果 
（１）研究から脱落した参加者はいなかった。介入アドヒアランス率は 31%であった。実験群は
対照群と比較して、CES-D、K-6、GAD-7 スコアにそれぞれ中、小、小の改善を示した（adjusted 
Hedge's g = -0.64、-0.29、-0.40）。このパイロット RCT の結果から、SPSRS アプリケーション
は、StD の人々の抑うつ症状の改善に対して中程度の効果量を持つことが示唆された。したがっ
て、StD の人々を対象とした SPSRS アプリケーションを用いた更なる試験を実施することには価
値がある。しかし、今後本格的な試験を実施する前に、より多くの参加者をリクルートする方法
の改善や SPSRS アプリケーションのアドヒアランス率を向上させる戦略を検討する必要がある。
これらの課題を解決し、本試験で算出されたサンプルサイズに従ってリクルートし、追跡評価を
伴う本格的な試験を実施することで、SPSRS アプリケーションが StD の人々の抑うつ症状を改善
し、将来のうつ病の発症を予防するかどうかを判断することが可能になると考えられる。 
 
（２）試験から脱落した参加者はいなかった。実験群は対照群と比較して、POMS 2-A Short ス



コアにおける抑うつ-落込みにわずかな改善を示した（adjusted Hedges’s g = -0.32）。これ
は、StD の人々の抑うつ気分に対する SPSRS アプリ介入の即効性に関する最初の RCT である。今
回の知見は、StD の人々の抑うつ気分に対するアプリを用いた介入に関する文献を拡張するもの
である。SPSRS アプリ介入は、通常のビデオ視聴と比較して、StD の人々の抑うつ気分に対して
小程度の効果があるというエビデンスを提供し、StD の人々の抑うつ気分を改善するための介入
としてさらなる研究が必要であることを示唆した。 
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